
おおふなと市民ミーティング 第３回グループワークまとめ ≪１グループ≫ 

男女共同参画を進めるためのアクションプラン 

【地域・学校】（一部行政） 【職場】（一部行政） 【家庭】 

●言葉から変えていく 

・スポーツ少年団、女子マネージャーなど。「女子マネ」は、女子がサポートす

る前提で言葉が作られているため。 

・「女子力ＵＰ」や「ちゃん」「くん」呼び、家庭内でも「旦那」「嫁」「奥さん」

などをやめて、「パートナー」という呼び方へ見直していく。 

・地域の「婦人部」「母親委員会」という言葉も見直していく。 

・学校行事などにおいて、「ママショップ」などの名称で生徒の母親が活動す

る場があるが、名称を見直していく。 

・枕詞として「偏見はないのですけど…」や「悪気はないが…」といった言葉

は、逆に、偏見や悪気があるかのような言い出しになると思われる。 

●行政にお願い！ 

・行政が、ＬＧＢＴＱや男女共同参画の啓発活動に補助金を出して、市民活動

などをバックアップしていく。 

・身分証明書類に性別を書かない。もしくは、裏面に書くことでプライバシー

を尊重できるような手続きや制度にしていく。 

・ＬＧＢＴ理解増進法などの見直しや差別禁止法を提案する。夫婦別姓の制度

を取り入れるなどの取組が必要。 

●その他 

・名前と外見のイメージが一致しにくい人への配慮として、病院などにおいて

名前を大声で呼ぶのをやめる。また、通称名を社会的に使いやすくしていく。 

・選挙活動が男性社会の仕組みのままなので、女性の政治参加促進のために、

まずは女性の選挙参加への理解とサポートをもっと手厚くする。 

・目的が個人の尊重ではない趣旨となっている結婚応援セミナーの廃止や、広

報誌での結婚報告をやめる。 

・コンプレックス広告や性別役割を強化するようなＣＭの廃止や見直し。 

・職場では女性管理職の割合を上げる。そのた

めに、割合に応じた補助金制度、補助制度を行

政が行う。 

・社内研修、もしくは、商工会議所での男女共同

参画にかかる企業研修などを実施する。 

・ハラスメントに対して、しっかりと罰が与え

られるようにする。 

・働きやすさのために、事務服などの制服があ

る場合は、ジェンダーにとらわれないような

制服の採用や、選択できるように数種類導入

する。もしくは撤廃する。 

・長時間労働や残業をなくす、育休の取得率を

上げる、育休を必ず取らせるように配慮する。 

・ダイバーシティスコア、ダイバーシティを図

っていく。 

 

 

 

・家事など、みんなができるこ

とをやるような取組をする。 

・男（女）だからと区別をせず

に家事手伝いをしてもらう。 

・子どもの性別発表（ジェンダ

ーリビール）を盛大に祝うこ

とはやめた方がいいと思う。 

 

※「ダイバーシティスコア」とは、ダイバーシティ

の取組がどの程度進んでいるかを見える化

するもの。 

※「ダイバーシティ」とは、LGBTQ や障がい

者、外国人の雇用など、多様性を意味する

言葉。 

※「コンプレックス広告」とは、エステや脱毛、美白など、

コンプレックスに感じることを過剰にあおる公告のこと。 



 

１グループ 



おおふなと市民ミーティング 第３回グループワークまとめ ≪２グループ≫ 

男女共同参画を進めるためのアクションプラン 

【地域・学校】（一部行政） 【職場】 【家庭】 

 

 

●地域・学校等 

・市民ミーティングのような話し合いの場を定期的に開催して、多くの人に来てもらい、

色々な問題があることや、学びに気づいてもらうことが大切。 

・様々なイベントを開催して、みんなに理解してもらい、楽しく学べる場を設ける。 

・なじみのあるタレントが、男女共同参画に関わることで、子どもたちも親も、地域の方々

も喜んで参加して勉強できるのではないか。男女共同参画は大切だよと、誰もが知る有

名人が話すことで知るきっかけができ、興味を持って取組に参加する人が増えていくと

思う。 

・低学年の頃からの学びが必要。学校でも楽しく子どもが男女共同参画を学ぶために、タ

レントなどを呼んで、周知や認知を図り、理解を深めるイベントを開催する。 

・小さい頃から、男女共同参画について、学べるようなイベントを行っていければいい。 

・男女共同参画について、カルタや双六などのような遊び道具を作成し、学校で話し合い

や遊びながら学べる仕組みを作っていく。 

・公民館活動の中でも、女性の発言に耳を傾ける機会が少ないので、そういった機会を設

けて、公民館組織の役割自体を変えるように働きかけていく。 

・公民館の役割自体にも変化を。 

●行政 

・行政などでも、男性だけではなく、女性もどんどん参加してもらうような働きかけをし

ていく。 

・ネットワークづくりが重要 

・個々の活動や「男女共同参画サポーターの会」など、活動している人や団体があるが、 

バラバラに活動するのではなく、ネットワークとして繋がり、みんなで一緒に１つの目

標に向かって行けたらいいと思う。 

 

 

・職場においても、ＬＧＢＴＱや

男女共同参画について、話し合

いと学びの場が必要。 

・企業のトップから考えを変え

ていく視点が大切。 

・女性の働き方や、管理職を増や

すことを規定に盛り込んでも

らうなど、実践的な取組が必

要。 

・取組が先進的な企業から話し

を伺う機会をつくる。 

 

 

・「家庭で話し合う取組」ができる

と、学びや話し合いにより互い

を尊重し、みんなで一緒に家事

や育児をしたり、楽しく男女共

同参画について実践したりし

ていければいいと思う。 

 

全てにおいて、やはり「学び」と「話し合いの場」を作り、継続していくこと、そしてそれからの実践をしていくことが必要。 



 

２グループ 



質 疑 応 答 

 

質問①（２班への質問） 

「学校」の分野で、「タレントを呼んで理解を深めるイベント」とある。いろ

んな方が参加しやすいので、いいなと思う一方で、誰をタレントとして呼ぶの

にふさわしいのかを考えると、ぱっと思い浮かばない。 

例えば、ＬＧＢＴＱなどの分野で言うと、マツコデラックスさんなどを思い

浮かべるが、あの方はメディアが生み出した固定的なとてもステレオタイプを

強化するＬＧＢＴＱのあり方であるように考えられるので、どんな人を想定し

て、教育の場に合うタレントとして誰を選ぶのかなと思って気になった。 

また、市民が、市民に向けて勉強の場を作るという意見については、なかな

か変わらないのではないかとも思った。 

 

回答①（１班からの回答） 

タレントについては、特定の誰かを想定しておらず、市民に「あーこの人か」

と思ってもらえるような、一般的に皆が気にかけて、影響力のある方に来ても

らい、お話するのがいいという意見だった。話し合いの中では、人物の特定に

までは話にならなかったため、大まかなアイデアとして出されたもの。 

様々な方法がある中で、市民が市民レベルで広げるのも「あり」だと思って

いる。色んな形で取組ながら、それとはまた別に、全く興味のない人でも、あ

の人が来るならば参加してみようと思う場を作ってもいいのではないかと考え

る。 

複合的に色々ある中の１つとして、影響力のある方の発言を、市民に投げか

けてみるというのも１つの手ではないかという意見である。 

 

質問②（１班への質問） 

「結婚応援セミナーの廃止」という考えについて、その理由を教えてほしい。

結婚支援に関わる人への参考になると思うので、どうして結婚支援をしてはい

けないのかを伺う。 

 

回答②（２班からの回答） 

この意見については、実際に募集していたセミナーが「結婚の相談と、結婚

をさせたい親御さんの相談を受ける」という内容のものであった。 

この内容について疑問を感じたところが１点。それと、結婚はそれぞれ個人

の選択であるため、親や他者がこうしなければならないと考えるのは、押し付

けのような動きに結びついていく可能性がなきにしもあらず、と考えた点から

出した意見である。 

また、派生した考えによるものだが、広報誌や新聞の慶弔欄などに婚姻した

人について記載されている。男性と女性で分かれて氏名等が掲載されているが、

男女に分類されたくないと考える“その他のＬＧＢＴＱの人たち”に関しては

どうなのだろうかという疑問を抱えている。 

 

回答②に係る補足意見 

実際のセミナーは、個人の意思で結婚したい人たちが結婚相談所に行くこと

と、結婚を応援したい親が自分の子どもがどうしたら結婚できるようになるの

かを相談する、という内容のものであった。この内容では、子ども自身の選択

を尊重できていないのではないかという意見であった。 

個々の結婚しない・できない理由、背景を担保した企画なのであればよいか

もしれないが、そういう表記・表現がなされていなかったチラシであったため、

少し問題があると考えた意見である。 

 


